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 認知心理学（筑波大学）の第一人者である筆者が「人間は誤るものなり」として、それを出

発点に人間の判断や行動をとらえ直し、誤りにも、何かもっと積極的な意味合いがあるのでは
ないかという疑問について焦点があてられている。１部の「誤りながらいきいき生きる」では、
誤りながら生活することの積極的な意義を身近な事例で検証し、誤りの生かし方についてプラ

ス的な要素が存在していることを示唆している。２部の「ヒューマンエラーに強くなる」では、
１部の誤り（ヒューマンエラー）の光の（創造的効果）部分に対応した影の（破壊的）部分と
して、「思い込みエラー」と「うっかりミス」に関する認知工学的な説明を行い、ヒューマンエ

ラーを防ぐ視点として自分で自分をモニターする「自己モニタリング力」の重要性を説いてい
る。 


